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•  超スマート社会 /Society5.0 でのデジタル情報の処理・格納を
可能にする新規機能材料の開発を進めている。単結晶薄膜・原子
レベル積層、ナノ磁性・スピントロニクスを得意としており、特
に、低エネルギー駆動が可能な電気磁気効果薄膜（クロム酸化物
薄膜）は、国内外でも数グループでしか実現できていないオリジ
ナルな成果。

• 高周波磁性材料への展開を目指した、蛋白質（ウィルス様粒子）
を使った新規磁性ナノ粒子の開発も進行中。

• デバイス用薄膜材料作製の他、磁性材料の各種特性評価・光を使っ
た磁区構造の可視化など、材料の高感度磁気特性評価が可能。

スマートデバイス、情報通信、ストレージ・メモリ

材料科学に立脚したナノスピン・ナノ磁性材料の開発
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[3] H. Tsuchiya et al., Journal of the Electrochemical 

Society 166 (2019) C3443-C3447.

•  金属材料・半導体と環境の相互作用により生じる化学反応の解明
と制御に関する研究を推進している。

•  電気化学プロセスによる金属・半導体表面への自己組織化ナノ細
孔形成・成長の機序解明に材料工学的観点から取り組んでいる。

• 金属表面に生成する不働態皮膜やさび層の構造・物性を電気化学
的手法や表面分析により評価して、表面皮膜の耐環境機能の起源
を解明することで新規耐食原理の構築を目指している。

• 実験と計算科学を駆使して金属表面近傍の化学反応およびそれに
関与する物質移動現象の理解の深化に繋がる研究を行っている。

腐食防食分野、エネルギー・バイオ分野、予防・保全分野

電気化学・表面解析・計算科学の融合による
表面構造・機能設計
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